
糖度検査実施中…！！

加東市加東市

やしろの桃
　6haに2500本の上久米桃園。白鳳をメインに、日川
白鳳、清水白桃が栽培されています。14戸の農家が収
穫後のお礼肥、冬の剪定や施肥、春の摘花や袋かけ、
草刈など一年を通しての丹精。そして、6月7月の適度
な雨と太陽の日差しをいっぱい浴びて、甘くて大きい桃
に育ちます。
　7月18日の糖度検査では平均糖度13.3度。中には
19度を超える桃もありました。今年は収穫後に土壌
診断も実施するとのこと。さらにおいしい桃が期待さ
れます。ぜひ、お召し上がりください！！！

● 5月臨時会・6月定例会

● 議会運営委員会報告

● 総務文教常任委員会報告

● 産業厚生常任委員会報告

● 議会報告会

● 総合計画検討特別委員会

● 一般質問

● 加東のええトコ! ～やしろ鴨川の郷～
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やしろの桃は、

すぐに売り切れるため

「まぼろしの桃」とも

言われているよ！

加
東
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

加
東
伝
の
助

加
東
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
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ラ
ク
タ
ー
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伝
の
助
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アフタースクールで使用されている部屋
（東条東小学校体育館）（写真左）とその入口（写真右）

 
５
月
臨
時
会

 

報
告

専
決
処
分
の
報
告

　
職
員
が
、
公
用
車
で
ご
み
収

集
中
、
駐
車
中
の
車
両
に
接
触

し
相
手
方
車
両
を
損
傷
さ
せ
た
。

そ
の
和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の

額
が
定
ま
り
専
決
処
分
し
た
の

で
報
告
す
る
。

（
損
害
賠
償
額

１６
万
７
千
円
）

 

承
認

専
決
処
分
の
承
認

　
平
成

２８
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

﹇
専
決
の
理
由
﹈

　
平
成

２８
年
度
決
算
に
係
る
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納

付
に
伴
う
予
算
を
執
行
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
。

内
容
は
予
備
費
１
０
０
０
万
円

を
減
額
し
、
営
業
外
費
用
を
１

６
０
０
万
円
増
額
し
た
も
の
。

　
　
　
　
全
会
一
致
で
承
認

 

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】東
条
東
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
の
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
小

学
校
の
体
育
館
の
一
部
を
使
用

す
る
た
め
の
備
品
購
入
と
の
こ

と
だ
が
、
入
学
時
に
確
認
し
て

い
な
い
の
か
。

【
答
】利
用
者
の
確
定
が
１
月
末

で
あ
っ
た
た
め
場
所
の
選
定
等

に
時
間
を
要
し
た
の
で
当
初
予

算
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

【
問
】体
育
館
の
舞
台
裏
で
あ
り
、

あ
の
よ
う
な
陰
気
な
場
所
が
適

切
な
の
か
。

【
答
】学
校
の
空
き
教
室
が
な
い

中
で
は
、
ベ
ス
ト
の
選
択
だ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】４
〜
６
年
生
が
今
回
の
施

設
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
す
ぐ
に
手
狭
に
な
る
の
で

は
。
ミ
ナ
ク
ル
の
活
用
や
東
条

東
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
の
増
築
等
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

【
答
】小
中
一
貫
校
の
整
備
後
、

空
き
教
室
の
利
用
な
ど
と
合
わ

せ
考
え
て
い
き
た
い
。

【
問
】東
条
図
書
館
の
空
調
の
設

計
費
は
当
初
予
算
で
計
上
し
て

お
く
べ
き
で
は
。

【
答
】当
初
、
職
員
で
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
た
が
、
専
門
の

業
者
で
な
い
と
で
き
な
い
と
分

か
っ
た
た
め
。

　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

 

条
例
改
正

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
改
正

﹇
改
正
の
理
由
﹈

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
補
償
基
礎
額
の
扶
養

親
族
に
係
る
加
算
額
に
つ
い
て

改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

【
問
】減
額
基
準
が
引
き
上
げ
に

な
っ
て
い
る
の
で
加
入
者
に
は

有
利
で
あ
る
が
改
正
に
伴
う
市

へ
の
影
響
額
は
。

【
答
】平
成

２８
年
度
の
デ
ー
タ
で

見
る
と
、
新
た
に
２
割
軽
減
と

な
る
対
象
世
帯
は
約

２０
世
帯
、

５
割
軽
減
と
な
る
世
帯
は
８
世

帯
で
あ
り
、
影
響
額
は
約

８０
万

円
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

  

人
　
事

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
　
田
中
寿
一

氏
（
山
国
）

　
　
　
　
全
会
一
致
で
同
意

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
本
年
４
月
１
日
付
け
の
人
事

異
動
に
よ
り
総
務
部
長
が
交
代

し
た
た
め
。
全
会
一
致
で
同
意

 

６
月
定
例
会

 

報
告

専
決
処
分
の
報
告

　
学
校
給
食
費
未
納
金
の
徴
収

に
対
し
行
っ
た
裁
判
所
か
ら
の

支
払
督
促
に
異
議
申
立
て
が
あ

っ
た
た
め
、
訴
え
を
提
起
し
た
。

（
未
納
金
額

１０
万
３
６
５
０
円
）

【
問
】最
終
的
に
債
権
を
回
収
で

き
る
ま
で
行
う
の
か
。

【
答
】強
制
執
行
ま
で
考
え
て
い

る
。

専
決
処
分
の
報
告

　
職
員
が
、
ご
み
収
集
中
、
公

用
車
を
後
退
さ
せ
停
車
中
の
車

両
に
衝
突
し
損
傷
さ
せ
た
。
そ

の
和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
額
が

定
ま
り
専
決
処
分
し
た
。

【
問
】ご
み
収
集
車
の
事
故
が
多

い
。
３
名
乗
車
を
２
名
乗
車
に

し
た
こ
と
で
、
後
方
確
認
・
誘

導
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
の

で
は
。

【
答
】原
則
と
し
て
、
助
手
席
の

者
が
下
車
し
て
誘
導
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
今
回
は
交
差
点

に
複
数
の
大
型
車
が
停
ま
っ
て

お
り
、
乗
車
し
た
ま
ま
後
退
し

た
。
今
後
は
下
車
し
て
の
誘
導

を
徹
底
す
る
。
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ

ー
の
設
置
も
検
討
す
る
。

（
損
害
賠
償
額

８２
万
５
９
１
９
円
）

２加東市 議会だより Ｎｏ.４２

　
第
７３
回
加
東
市
議
会
臨
時
会
が
５
月
１９
日
に
１
日
の
会
期
で
開
会
。
臨
時
会
で
は
、
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
た
専
決
処
分
の
報
告
や
承
認
な
ど
３
件
、
補
正
予
算
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、

人
事
の
同
意
２
件
な
ど
の
議
案
を
審
議
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
第
７４
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
６
月
１
日
か
ら
２７
日
ま
で
の
２７
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

報
告
８
件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
補
正
予
算
や
工
事
請
負
契
約
７
件
な
ど
の
議
案
を
審
議
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
１６
日
に
は
一
般
質
問
を
行
い
、
６
名
の
議
員
が
市
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。



嬉野東地区工事状況

平成29年度　各会計補正予算 （単位：千円）

企
業
会
計

水道事業
（第1号）

資本的収入

資本的支出

収益的支出

5,305

11,063

18,558

△420

19,362,505

207,556

770,802

2,410,637

民生費2,317　衛生費4,400　教育費463　予備費△1,875

負担金1,296　出資金4,400　補助金5,367

建設改良費18,558

給与費△5,145　経費3,500　研究研修費1,225病院事業
（第1号）

会 計 種 別 補正額 補正後の額 主 な 内 容

一般会計（第 2 号）

 

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】三
草
こ
ど
も
園
敷
地
の
無

地
番
地
等
整
理
の
た
め
測
量
や

鑑
定
委
託
料
が
上
が
っ
て
い
る

が
、
そ
の
目
的
は
何
か
。

【
答
】三
草
こ
ど
も
園
は
、
公
共

施
設
適
正
化
計
画
の
中
で
転
用
、

ま
た
は
譲
渡
と
な
っ
て
い
る
が
、

基
本
的
に
譲
渡
の
方
針
の
中
で

底
地
整
理
の
た
め
測
量
費
等
を

持
っ
て
い
る
。

【
問
】今
ま
で
無
地
番
地
と
し
て

運
営
し
て
い
た
の
か
。

【
答
】今
回
こ
の
事
務
を
進
め
て

い
く
中
で
無
地
番
地
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

　
登
記
官
と
も
調
整
し
な
が
ら

測
量
を
し
て
修
正
し
て
い
く
。

【
問
】他
の
市
有
地
で
も
こ
の
よ

う
な
事
例
は
な
い
の
か
。

【
答
】市
内
に
も
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
少
し

ず
つ
整
理
し
て
い
く
。

全
会
一
致
で
可
決

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　（
第
１
号
）

【
問
】嬉
野
東
地
区
の
工
事
は
平

成
３０
年
度
で
完
了
予
定
と
な

っ
て
い
た
が
平
成
２９
年
度
で

完
成
す
る
の
か
。

【
答
】管
路
は
本
年
度
で
全
て
完

成
す
る
が
舗
装
の
本
復
旧
工
事

は
平
成

３０
年
度
以
降
で
あ
る
。

【
問
】国
の
補
助
金
が
重
点
配
分

と
聞
い
た
が
、
当
初
の
全
体
計

画
か
ら
補
助
金
は
増
額
に
な
る

の
か
。

【
答
】事
業
が
進
む
ご
と
に
入
札

残
が
発
生
す
る
。
　

当
初
、
全
体
で
７
億
円
程
の
工

事
費
を
予
定
し
て
い
た
。

　
ま
だ
全
て
の
入
札
は
済
ん
で

い
な
い
が
、
残
り
が

８０
％
程
度

で
落
札
さ
れ
れ
ば
５
億
５
〜
６

０
０
０
万
円
に
な
り
、
そ
れ
に

併
せ
た
国
庫
補
助
金
と
な
る
。

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　（
第
１
号
）

【
問
】検
査
技
師
が
退
職
し
た
た

め
外
部
委
託
と
し
た
経
費
が
３

５
０
万
円
増
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
外
部
委
託
の
方
が
良
い
の

か
。

【
答
】退
職
し
た
職
員
は
心
電
図

を
と
る
な
ど
、
他
の
検
査
に
も

従
事
し
て
い
た
た
め
一
概
に
比

較
は
で
き
な
い
が
、
院
内
で
の

対
応
の
方
が
全
体
的
な
経
費
は

安
か
っ
た
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

 

条
例
改
正

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

[

改
正
の
理
由]

　
市
民
病
院
が
標
榜
し
て
い
る

診
療
科
目
の
う
ち
産
科
領
域
の

診
療
が
再
開
で
き
る
見
込
み
が

な
い
た
め
「
産
婦
人
科
」
を
「
婦

人
科
」
に
改
め
る
条
例
の
改
正
。

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

[

改
正
の
理
由]

　
労
働
者
の
職
務
に
応
じ
た
待

遇
の
確
保
等
の
た
め
の
施
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
観
点

か
ら
、
臨
時
職
員
に
対
し
有
給

の
病
気
休
暇
を
付
与
し
、
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
お
よ
び
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
。

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　
　

 

議
会
関
係

議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
制
定
　
　（
↓
Ｐ
５
）

議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
。

審
査
の
結
果
、
修
正
案
を
提
出
。

　
　（
議
員
提
出
第
２
号
議
案
）

【
問
】電
子
機
器
の
議
場
等
で
の

使
用
で
大
津
市
な
ど
も
視
察
さ

れ
た
が
、
近
隣
市
や
兵
庫
県
下

の
市
な
ど
を
参
考
に
し
た
か
。

【
答
】大
津
市
は
会
議
規
則
を
改

正
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
参
考

に
し
な
か
っ
た
が
、
愛
知
県
田

原
市
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

【
問
】大
津
市
は
会
議
条
例
で
「
災

害
時
に
お
け
る
迅
速
な
情
報
収

集
お
よ
び
議
員
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、
議
員
の
携
帯
電
話

の
議
場
へ
の
持
込
み
を
認
め
る
」

と
定
め
て
い
る
が
参
考
に
し
な

か
っ
た
の
か
。

【
答
】条
例
で
定
め
て
し
ま
う
と

後
々
変
更
が
し
に
く
い
の
で
使

用
基
準
と
い
う
形
に
し
た
。

 

原
案
賛
成
討
論

　
修
正
案
は
、
細
か
く
規
定
し

て
い
る
が
、
細
か
く
す
る
必
要

は
な
い
。

　
細
か
く
す
れ
ば
、
「
こ
れ

は
？
」、
と
い
う
議
論
が
起
こ

る
。

　
他
市
町
も
定
め
て
い
る
が
、

そ
れ
ほ
ど
細
か
く
規
定
し
て
い

な
い
し
、
大
枠
を
決
め
議
員
の

良
識
で
や
っ
て
行
く
べ
き
で
あ

る
の
で
修
正
案
に
は
反
対
し
原

案
に
賛
成
す
る
。
　
　（
大
畑
）

 

修
正
案
賛
成
討
論

　
原
案
を
提
案
さ
れ
た
議
員
の

意
見
に
は
賛
成
し
審
議
を
し
た
。

社
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
流
れ
や
議

会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
て
も
必

要
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
方
向
性
を
生
か
す
形
で

議
会
に
持
ち
込
み
を
可
と
し
た
。

　
し
か
し
、
細
か
く
規
定
す
る

方
が
後
の
混
乱
を
防
止
す
る
と

思
い
修
正
案
に
示
し
使
用
基
準

を
決
め
た
の
で
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
川
）

・
委
員
会
修
正
案
を

　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

・
修
正
部
分
を
除
く
原
案
を

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

３ 加東市 議会だより Ｎｏ.４２



４加東市 議会だより Ｎｏ.４２

  

契
　
約

有
線
テ
レ
ビ
施
設
撤
去
工
事
請

負
契
約

【
契
約
の
相
手
方
】

　（
株
）
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ

　
　
　
　
ア
リ
ン
グ
姫
路
支
店

【
契
約
金
額
】　

　
２
億
３
５
４
４
万
円

【
問
】入
札
の
仕
様
書
の
中
に
有

価
物
の
設
定
が
あ
る
が
銅
線
等

の
売
却
益
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
答
】廃
棄
物
処
理
の
中
で
鉄
と

銅
は
買
取
が
で
き
る
の
で
設
計

の
中
で
相
殺
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】２
年
間
の
工
期
で
あ
る
が

変
動
が
あ
っ
て
も
当
初
の
金
額

で
い
く
の
か
。

【
答
】市
場
価
格
の
変
動
が
あ
っ

て
も
当
初
金
額
で
い
く
。

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

東
条
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
と
ど
ろ

き
荘
」
改
修
工
事
請
負
契
約

【
契
約
の
相
手
方
】

　（
株
）
大
功
組

【
契
約
金
額
】

　
１
億
９
７
６
４
万
円

【
問
】解
体
工
事
も
含
ま
れ
て
い

る
が
外
構
工
事
は
ど
う
す
る
の

か
。

【
答
】取
り
壊
し
た
部
分
は
、
駐

車
場
と
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
、
芝
生
張
り
な
ど
も
す
る
。

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

市
営
住
宅
小
元
団
地
新
築
二
期

工
事
請
負
契
約

【
契
約
の
相
手
方
】　

　(

株)

横
山
建
設
工
業

【
契
約
金
額
】

　
２
億
２
３
７
７
万
６
０
０
０
円

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
等

購
入

【
購
入
す
る
財
産
】

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

　
　
　
　
２
台
（
新
町
・
小
沢
）

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
無
積
載
車

　
　
　
　
　
　
　
１
台
（
出
水
）

・
本
団
指
令
車
　
　
　
　
１
台

【
契
約
の
相
手
方
】

　
　（
有
）
岡
本
ポ
ン
プ

【
購
入
予
定
額
】

　
　
４
１
４
２
万
８
８
０
０
円

【
問
】寒
冷
地
仕
様
と
な
っ
て
い

る
が
不
都
合
は
な
い
の
か
。

【
答
】あ
ら
ゆ
る
状
態
に
も
対
応

す
る
た
め
不
都
合
は
な
い
。

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】や
し
ろ
国
際
学
習
塾
の
ホ

ー
ル
や
楽
屋
な
ど
の
使
用
件
数

が
増
え
て
い
る
が
利
用
者
数
が

減
少
し
て
い
る
要
因
は
。

【
答
】平
成

２８
年
度
か
ら
ク
ラ
シ

ッ
ク
バ
レ
エ
教
室
が
毎
週
２
回
、

楽
屋
な
ど
も
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
生
徒
数
が

１９
名
で
あ
り
利

用
人
数
は
伸
び
て
い
な
い
。

【
問
】平
成
２８
年
度
の
「
は
り
ま

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
２
度
目
だ

が
、
入
場
者
数
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
今
年
度
も
続
け
て
い

く
の
か
。

【
答
】減
少
し
た
原
因
は
２
年
目

の
開
催
で
あ
っ
た
の
で
出
場
を

尻
込
み
を
さ
れ
た
と
の
話
も
聞

い
て
い
る
。

　
今
年
度
の
開
催
に
は
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
に
す
る

た
め
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】最
近
、
音
楽
の
著
作
権
問

題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、

文
化
振
興
財
団
の
事
業
ご
と
に

支
払
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】事
前
に
日
本
音
楽
著
作
権

協
会
に
報
告
し
、
興
行
ご
と
に

支
払
っ
て
い
る
。

 

事
業
の
実
施
状
況

①
振
興
・
普
及
事
業

　
　
　
　（

１３
事
業
、

３３
公
演
）

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
映
画
、

講
演
会
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト
に
加
え
、
加
東
市
制

１０
周

年
を
記
念
し
朗
読
劇
や
活
弁
大

絵
巻
と
い
っ
た
多
様
な
ジ
ャ
ン

ル
の
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
も
開
催
し
た
。

②
育
成
事
業

（
１３
事
業
、

３７
公
演
、
５
教
室
）

体
験
に
重
き
を
置
き
、
茶
道
体

験
や
フ
ル
ー
ト
演
奏
体
験
、
未

就
学
児
も
入
場
で
き
る
コ
ン
サ

ー
ト
で
の
楽
器
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

第
九
特
別
演
奏
会
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
公
演
、
市
内
全
小
学
校
４

年
生
全
員
を
対
象
と
し
た
、
お

ん
か
つ
事
業
も
実
施
し
た
。

③
共
催
事
業

　
　
　
　（
４
事
業
、
３
公
演
）

文
化
振
興
財
団
単
独
の
事
業
だ

け
で
は
な
く
、
他
の
団
体
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
た
め

に
も
、
共
催
事
業
を
実
施
し
た
。

【
問
】３
６
４
万
７
千
円
余
り
が

雑
収
入
で
上
が
っ
て
い
る
が
何

か
。

【
答
】内
訳
は
、
軒
先
で
出
店
し

て
い
る
店
頭
販
売
手
数
料
や
直

売
所
に
生
産
者
が
出
品
さ
れ
る

ラ
ベ
ル
代
の
清
算
金
な
ど
で
あ

る
。

　
◎
駅
ラ
ー
メ
ン
「
華
」
は
平

成
２９
年
３
月

２０
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
の
で

１２
日
分
の
売
上
げ
を

計
上
。

議 員 提 出
第 2 号

修 正 可 決

可決（賛成１１ 反対

全会一致で可決

議会会議規則の一部を改正する規則制定の件

・委員会修正案

・修正部分を除く原案

×
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

×
○

○
○

○
○

議 　 案

大
畑
一
千
代

藤
浦
　
　
巧

長
谷
川
幹
雄

石
井
　
雅
彦

岸
本
眞
知
子

小
川
　
忠
市

小
紫
　
泰
良

磯
貝
　
邦
夫

藤
尾
　
　
潔

安
田
　
　
朗

長
谷
川
勝
己

桑
村
　
繁
則

山
本
　
通
廣

二
階
　
一
夫

井
上
　
茂
和

議決結果議案番号

第74回定例会　議決結果一覧 〇…賛成   ×…反対

※その他の議案は全会一致で可決

議
長

　
瀬
　
俊
介

高耳
（賛否の分かれたもの）

道の駅とうじょう　売上状況

施 　 設 　 名 平成28年度 平成27年度 対前年比

特 産 館 「 夢 街 人 」

農産物直売所「コスモスの館」

フ ァ ミ リ ー マ ー ト

レストラン ｢獅子銀｣

駅 ラ ー メ ン 「 華 」

74,966
127,849
204,179

67,451
930

77,104
113,106
197,277

67,738
－

97.2%
113.0%
103.5%

99.6%
－

（単位：千円）

 

公
益
財
団
法
人 

加
東
文
化
振
興
財
団 

事
業
報
告 

株
式
会
社

 

夢
街
人
と
う
じ
ょ
う

 

　
　 

事
業
報
告 



加東市マスコットキャラクター　加東伝の助

 

付
託
議
案
審
査

議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　
第

７２
回
市
議
会
定
例
会
の
本

会
議
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
議

員
提
出
第
２
号
「
加
東
市
議
会

会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
制
定
の
件
」に
つ
い
て
は
、３

月
２１
日
の
委
員
会
に
お
い
て
理

事
者
と
の
調
整
や
使
用
基
準
等

を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
結

論
に
達
し
継
続
審
査
と
し
た
。

そ
の
後
、４
月

１３
日
、２６
日
、５
月

１２
日
、１９
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

使
用
基
準
等
に
つ
い
て
鋭
意
審

査
を
行
っ
た
。

５
月

１９
日
の
委
員
会
で
一
部
修
正

案
が
提
案
さ
れ
、全
会
一
致
で
可

決
し
、修
正
部
分
を
除
く
原
案

に
つ
い
て
も
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　
ま
た
、施
行
期
日
は
、周
知
期

間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
等
か
ら
「
平
成

２９
年
６
月

１６

日
」と
し
た
。

５ 加東市 議会だより Ｎｏ.４２

議
会
運
営
委
員
会

【修正理由】原案が示している「情
報端末機器を持ち込めるようにする」
という提案は、社会のＩＣＴ化の流れ
や議会のＩＣＴ化に向けて必要な改
正であり方向性として賛同する。
　その方向を生かす形で使用等に
は何らかのルール等が必要との観点
から修正案を提出する。

【修正内容】
①持ち込める情報通信機器を具体
　的に定めた。
②持ち込んだ情報通信機器は「情
　報通信機器の使用基準」に基づ
　き使用できることを明記した。

議会会議規則の一部改正案
　　　　　　　　　　　（修正案）

加東市議会における情報通信機器の使用基準（抜粋）

■情報通信機器＝電子的にデータを処理する機能を持つ機器（携帯電話、スマートフォン、タブレット端末、
　パーソナルコンピュータ、カメラ、ＩＣレコーダーおよびビデオカメラ等）をいう。
■会議＝本会議、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会および加東市議会会議規則で定める協議の
　場をいう。
■情報通信機器の使用者
(1)情報通信機器を使用できる者は、加東市議会議員、市長等および議長が会議に出席を要請した者と
　 する。
(2)使用者は、情報通信機器を使用する場合は、市議会の品位を重んじた良識ある使用を心がけるもの
　 とする。
■禁止事項
(1)個人情報並びに議会および市において公開されていない情報を公開すること。
(2)会議を録音し、録画しおよび写真撮影すること。ただし、議長等の許可を得た場合はこの限りではない。
(3)着信音、音声および操作音を発する等会議の運営に支障となる行為。
(4)電子メールの送信等を行うこと。
(5)審議および審査中の情報を外部に発信すること。
(6)ホームページ、ブログ、その他ＳＮＳ等へ投稿を行うこと。
(7)他人の迷惑になる行為。
(8)その他議長が定める行為。

■この基準は、平成２９年６月１６日から施行する。

情報通信機器が、
使用可能になりました！



  

議
会
運
営
委
員
会

 

諮
問
事
項
審
査

議
会
傍
聴
規
則
改
正
に
つ
い
て

　
議
会
会
議
規
則
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
議
長
か
ら

「
議
会
傍
聴
規
則
の
改
正
」
に

つ
い
て
諮
問
が
あ
り
、
６
月
２

日
と
８
日
に
委
員
会
を
開
催
し

審
査
を
行
っ
た
。

【
諮
問
さ
れ
た
改
正
案
概
要
】

■
会
議
規
則
の
改
正
に
よ
り
議

場
等
へ
の
情
報
端
末
機
器
の
持

込
み
や
使
用
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
に
伴
う
整
合
性
を
図
る
こ

と
。

■
個
人
情
報
保
護
法
は
不
必
要

な
個
人
情
報
は
集
め
な
い
の
が

原
則
で
あ
る
。

　
現
行
の
傍
聴
の
手
続
き
に
お

け
る
氏
名
・
住
所
の
記
入
を
廃

止
し
て
、
先
着
順
に
て
傍
聴
を

認
め
、
傍
聴
券
交
付
に
よ
っ
て

傍
聴
人
数
を
制
限
す
る
こ
と
。

■
現
行
の
規
則
は
、
児
童
お
よ

び
乳
幼
児
の
傍
聴
は
認
め
て
い

な
い
が
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
た
め
、
保
護
者
ま
た
は
引

率
者
の
同
伴
が
あ
れ
ば
傍
聴
を

許
可
す
る
こ
と
。

■
傍
聴
席
か
ら
退
場
を
命
じ
ら

れ
た
者
の
再
入
場
禁
止
を
明
文

化
す
る
こ
と
。

■
現
行
の
委
員
会
条
例
で
は
、

委
員
会
の
傍
聴
規
則
は
明
文
化

さ
れ
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
委
員
会
の
傍
聴
に

関
し
て
も
こ
れ
を
準
用
し
適
用

す
る
と
明
文
化
す
る
こ
と
。

６加東市 議会だより Ｎｏ.４２

　
こ
の
度
、
山
本
通
廣
議
員
が
町
議
会
・

市
議
会
議
員
と
し
て

１５
年
以
上
在
職
し
、

議
員
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
議
会
制
度

の
高
揚
、
地
位
の
振
興
お
よ
び
住
民
福
祉

の
向
上
に
尽
力
し
た
と
し
て
、
兵
庫
県
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
に
あ
た
り
】

　
こ
の
度
、
栄
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
真
摯
に
職
責
を
果

た
す
と
共
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
郷
土
・

社
会
の
た
め
に
お
役
に
立
つ
べ
く
精
一

杯
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

・議長は、会議当日の先着順に傍聴を認める
　ものとする。
・議長は、一般席の傍聴券を交付して、その
　人員を制限する。
・傍聴券の交付を受けた者は、傍聴券を見や
　すい箇所に着用しなければならない。
・傍聴人は、傍聴を終え、退場しようとすると
　きは、傍聴券を返還しなければならない。
・保護者又は引率者（教職員および学校関係者）
　が同伴しない児童および乳幼児は、傍聴席
　に入ることができない。ただし、議長の許
　可を得た場合は、この限りでない。
・傍聴人は、傍聴席に情報通信機器（携帯電話、
　スマートフォン、タブレット端末、パーソナ
　ルコンピュータ、カメラ、ＩＣレコーダーお　
　よびビデオカメラ等）を持ち込む場合、そ
　の使用に際して情報通信機器の使用基準に
　定められた禁止事項（議会だよりＰ５）の適
　用を受けるものとする。
・ 傍聴人は、傍聴席において録音し、録画し、
　および写真撮影をしてはならない。ただし、
　議長の許可を得た場合は、この限りでない。
・委員会の傍聴については、この規定を準用
　する。

加東市議会傍聴規則 〔抜粋〕



委 員 会 報 告

 

所
管
事
務
調
査

東
条
地
域
小
中
一
貫
校
の
整
備

に
つ
い
て

　
平
成

３３
年
度
の
東
条
地
域
小

中
一
貫
校
開
校
に
向
け
て

 

建
設
予
定
地

　
加
東
市
天
神
４
番
２
外

 

敷
地
面
積

　
４
４
９
２
５
㎡
（
小
中
一
貫

校
建
設
ゾ
ー
ン
約
１
５
２
０
０

㎡
、
現
中
学
校
ゾ
ー
ン
約
２
９

８
０
０
㎡
）

 

施
設
の
規
模
等

　
地
上
４
階
建
校
舎
、
延
床
面

積
約
１
２
０
０
０
㎡
、
大
小
体

育
館
、
柔
剣
道
場
、
大
小
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
大
小
プ
ー
ル
、
そ
の

他
歩
道
橋
等

 

概
算
事
業
費

　
６７
億
５
５
０
７
万
円

（
変
更
前
の
公
共
施
設
適
正
配

置
計
画
の
年
次
計
画
で
は

４３
億

４
１
０
０
万
円
）

※
増
額
の
主
な
理
由
…
現
中
学

　
校
の
施
設
を
使
う
こ
と
と
し

　
て
い
た
体
育
館
、
プ
ー
ル
、

　
柔
剣
道
場
を
新
設
す
る
こ
と

　
と
し
た
た
め
。

【
問
】「
公
共
施
設
の
適
正
化
に

関
す
る
計
画
」
が
議
会
で
議
決

さ
れ
て
い
る
の
に
約
２４
億
円
が

増
え
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
こ
ま
で
変
更
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
ま
ず
計
画
の
変
更
を
議
決

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

【
答
】今
回
の
プ
ー
ル
や
体
育
館

に
つ
い
て
は
、「
公
共
施
設
の

適
正
化
に
関
す
る
計
画
」
の
議

決
内
容
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
変
更
が
生
じ
た
場
合
は

必
ず
議
会
へ
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
く
が
、
今
回
の
件
に
つ
い
て

法
的
な
見
解
か
ら
議
決
は
不
要

と
考
え
て
い
る
。

【
問
】校
舎
か
ら
中
学
校
へ
の
「
連

絡
橋
」
か
ら
「
歩
道
橋
」
へ
変

更
し
た
と
の
説
明
だ
が
、
危
機

管
理
上
か
ら
も
連
絡
通
路
を
設

置
す
べ
き
で
は
。

【
答
】最
低
限
の
危
機
管
理
は
必

要
だ
と
思
う
が
、
多
額
の
予
算

を
か
け
る
ま
で
い
か
な
い
。

投
票
区
の
新
設
（
分
割
）
に
つ

い
て

　
東
条
東
小
学
校
区
の
第

１７
投

票
区
と

１８
投
票
区
の
内
、
第

１７

投
票
区
を
分
割
し
、
新
設
の
第

２２
投
票
区
に
南
山
、
横
谷
、
長

谷
、
黒
石
、
永
福
台
の
５
地
区

を
配
置
し
た
。

　
投
票
所
は
、
南
山
活
性
化
支

援
施
設
（
ミ
ナ
ク
ル
）
と
し
、

本
年
７
月
２
日
執
行
の
兵
庫
県

知
事
選
挙
か
ら
使
用
す
る
予
定
。

施
行
期
日
は
、
平
成

２９
年
４
月

１
日
と
す
る
。

教
育
委
員
会
点
検
と
評
価
に
つ

い
て

【
問
】Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
使
え
る
教
員
と

使
え
な
い
教
員
で
、
授
業
に
差

が
つ
く
こ
と
は
な
い
の
か
。

【
答
】苦
手
な
教
員
も
い
る
が
校

内
研
修
を
し
て
い
る
の
で
、
な

ん
と
か
そ
の
辺
は
配
慮
し
て
い

る
。

【
問
】い
じ
め
問
題
の
事
例
に
つ

い
て
、
ど
う
対
応
さ
れ
て
い
る

か
。

【
答
】い
じ
め
は
あ
り
、
い
じ
め

対
応
チ
ー
ム
が
対
応
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
す
べ
て
解
消
し
て

い
る
。

【
問
】学
校
給
食
の
地
元
食
材
の

使
用
率
が
非
常
に
低
い
よ
う
だ

が
、
も
っ
と
地
元
食
材
を
使
う

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

【
答
】使
用
率
は

１０
％
余
り
で
推

移
し
て
い
る
。
個
人
農
家
の
生

産
量
は
、
食
材
の
必
要
量
に
比

べ
て
少
な
い
た
め
、
な
か
な
か

納
品
に
つ
な
が
ら
な
い
。
今
、

登
録
業
者
は

３７
者
。
個
人
農
家

は
積
極
的
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

７ 加東市 議会だより Ｎｏ.４２

総
務
文
教
常
任
委
員
会

加東市地域公共交通網形成計画の推進方針について
計画の期間は平成２９年度から５年間

運転手手当の増額、車庫の設置、米田ふれあい線の車両を更新する。

【問】議会報告会で住民から自主運行バスの運転手は 70
歳までしか運転ができないと聞いたが。

【答】運転手の年齢制限は７３歳までとして募集している。
ただし、７３歳までの間に運転手として活動されている方は決
められた講習を受けた場合７５歳まで運転できるとしている。



【現行】市町村が運営 【改革後】都道府県が財政運営責任を担うなどの
中心的役割

市町村 ・国の財政支援の拡充
・都道府県が、国保の運営に
 中心的役割を果たす市町村

都道府県

都道府県が市町村ごとに決定した
国保事業費納付金を市町村が納付

給付費に必要な費用を、
全額、市町村に支払う（交付金の交付）

国保運営方針
（県内統一的方針）

市町村

市町村

 

所
管
事
務
調
査

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
（
国

保
制
度
改
正
）
に
つ
い
て

【
概
要
】

　
持
続
可
能
な
国
民
健
康
保
険

制
度
の
構
築
の
た
め
、
平
成

２７

年
５
月
に
「
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、

平
成

３０
年
度
か
ら
都
道
府
県
が

当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
と

と
も
に
国
保
の
運
営
を
担
う
こ

と
が
法
律
上
明
記
さ
れ
た
。

【
問
】加
東
市
の
保
険
税
は
値
上

げ
に
な
る
の
か
。

【
答
】県
の
中
で
上
が
る
と
こ
ろ

と
下
が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
な
ん
と
も
い
え
な
い

が
、
簡
単
な
試
算
や
所
得
水
準
、

医
療
費
水
準
を
み
る
と
保
険
税

が
低
く
な
る
可
能
性
は
低
い
。

【
問
】市
民
へ
の
周
知
は
。

【
答
】制
度
の
大
ま
か
な
概
要
は
、

納
税
通
知
の
中
に
説
明
の
チ
ラ

シ
を
入
れ
た
り
、
広
報
に
掲
載

し
て
理
解
を
得
て
い
き
た
い
。

８加東市 議会だより Ｎｏ.４２

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

改革後の国保の運営に係る都道府県と市町村それぞれの役割
改革の方向性

都道府県の主な役割 市町村の主な役割

１．�
運営の在り方
（総論）

2．財政運営

3．資格管理

4．
保険料の決定
賦課・徴収

5．保険給付

6．保健事業

○都道府県が、当該都道府県内の市町村とともに、国保の運営を担う
○都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業運営の確
　保等の国保運営に中心的な役割を担い、制度を安定化
○都道府県が、都道府県内の統一的な運営方針としての国保運営方針を示し、市町村
が　担う事務の効率化、標準化、広域化を推進

財政運営の責任主体
・市町村ごとの国保事業費納付金を決定
・財政安定化基金の設置・運営

標準的な算定方法等により、市町村ごと
の標準保険料率を算定・公表

市町村に対し、必要な助言・支援

・給付に必要な費用を、全額、市町村に対
　して支払い
・市町村が行った保険給付の点検

国保運営方針に基づき、事務の効率化、
�
標準化、広域化を推進

・国保事業費納付金を都道府県に納付

・標準保険料率等を参考に保険料率を決定
・個々の事情に応じた賦課・徴収

・被保険者の特性に応じたきめ細かい�    
　保健事業を実施（データヘルス事業等）

・保険給付の決定
・個々の事情に応じた窓口負担減免等

・地域住民と身近な関係の中、資格を管
理 （被保険者証等の発行）

国保制度改革の概要（運営の在り方の見直し）



ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

売却、賃貸が容易

売却、賃貸の期待性あり

売却、賃貸の期待性が低い

売却、賃貸が困難

422 件

487 件

355 件

342 件

1,606 件

26.3 ％

30.3 ％

22.1 ％

21.3 ％

100.0 ％

68 件

1,538 件

1,606 件

あ り

な し

合 計

4.2 ％

95.8 ％

100.0 ％

区　分

件　数 割　合

合　　　計

件　数 割　合

◆空き家と思われる建物の活用の可能性

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

管理に問題なく、現況のまま利用可能

管理は行き届いてないが、比較的小規模な修繕で利用可能

倒壊の可能性はないが、現況のままの利用は困難

倒壊の可能性がある・損傷が大きいなど、
現況のままの利用は不可能

650 件

524 件

320 件

112 件

1,606 件

40.5 ％

32.6 ％

19.9 ％

7.0 ％

100.0 ％

区　分

合　　　計

件　数 割　合

◆空き家と思われる建物の状況

水 道 事 業 会 計

◆第三者に危害を与える
　可能性の有無

※68件については、再調査を行う。

事 　 業 　 名 事 業 目 的 総 事 業 費
財 源 内 訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源

事 業 内 容 全  体  計  画
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

料金システム改修
システムテスト
カード登録
カード決済

クレジットカード納付事業 2,994,000円 2,994,000円

H29年度完了

納付機会を拡充し、料金納付の利便性の
向上を図る。

 

現
地
調
査

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク

Ｂｉｏ
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

【
概
要
】多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
平

成
２８
年
、
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
事
業
に
よ
り
再
整
備
し
た

施
設
で
、
市
内
を
は
じ
め
周
辺

市
町
か
ら
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ

わ
い
・
く
つ
ろ
ぎ
・
交
流
す
る

空
間
づ
く
り
に
よ
っ
て
ま
ち
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
整
備
。

 

現
地
調
査

　
市
営
住
宅
小
元
団
地

■
市
営
住
宅
小
元
団
地
建
替
事

業
（
第
一
期
工
事
６
戸
×
４
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
合
計

２４
戸
）

平
成
２９
年
度

主
要
事
業
の
工
程
に
つ
い
て

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
事

業【
概
要
】上
下
水
道
料
金
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
対
す
る

市
民
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、

納
付
機
会
の
拡
充
と
利
便
性
の

向
上
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
に
、
平
成

３０
年
１

月
の
請
求
分
か
ら
導
入
に
向
け

て
作
業
中
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

■
加
東
市
空
き
家
等
活
用
実
態

調
査
結
果
（
調
査
期
間
　
平
成

２８
年
９
月

２０
日
〜

１１
月

３０
日
）

【
問
】倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
危

険
家
屋
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

【
答
】条
例
に
基
づ
い
て
最
終
的

に
は
そ
の
危
険
を
回
避
す
る
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
方
向
で
あ

る
。

　
危
険
家
屋
に
つ
い
て
は
、
未

然
の
防
止
対
応
も
必
要
だ
と
考

え
る
。

９ 加東市 議会だより Ｎｏ.４２

：



沢
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
会
場

【
問
】近
隣
市
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
走
ら
せ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
加
東
市
は
走
ら
せ
な
い
の

か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走

ら
せ
れ
ば
免
許
証
が
返
還
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　

【
答
】加
東
市
に
お
い
て
は
、
西

脇
や
小
野
、
三
田
、
加
西
等
か

ら
社
へ
の
バ
ス
路
線
が
あ
り
路

線
バ
ス
も
大
事
に
し
た
い
こ
と

か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

取
り
組
み
に
く
い
。

　
小
野
市
、
西
脇
市
等
も
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い

る
が
、
週
２
回
し
か
来
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
、
免
許
証
が
返
還

で
き
る
状
況
で
な
い
。

【
問
】保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い

て
、
近
隣
市
の
ほ
う
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
話
を
聞
く
。
若
い

人
た
ち
が
魅
力
あ
る
と
思
う
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。「
３

歳
か
ら
５
歳
、
無
償
化
に
向
け

て
」
と
書
い
て
あ
る
の
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。

【
答
】幼
稚
園
に
相
当
す
る
年
齢

の
保
育
料
が
無
償
化
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
近
隣
市
の
ほ
う
が

進
ん
で
い
る
が
、
他
の
サ
ー
ビ

ス
で
は
加
東
市
が
進
ん
で
い
る

部
分
も
あ
る
。

【
問
】米
の
直
接
支
払
交
付
金
７

５
０
０
円
／
１０
ａ
が
な
く
な
る

平
成
３０
年
以
降
の
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
は
作
成
で
き
て
い
る
の
か
。

【
答
】農
業
再
生
協
議
会
を
中
心

に
農
協
や
国
・
県
関
係
機
関
も

入
り
組
織
を
立
ち
上
げ
〔
地
域

農
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
〕
の
策

定
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

【
問
】直
接
支
払
交
付
金
が
な
く

な
る
と
、
農
業
を
や
め
る
人
も

出
て
く
る
。
耕
作
放
棄
地
が
増

え
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

【
答
】集
落
営
農
組
織
や
認
定
農

業
者
に
農
地
を
集
積
し
、
農
地

を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
。

 

上
久
米
公
民
館
会
場

【
問
】地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
が
策
定
さ
れ
、
社
〜
三
田
線

の
路
線
変
更
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
一
部
区
間
を
廃
止
し
て
「
米

田
ふ
れ
あ
い
号
」
が
代
替
す
る

計
画
が
示
さ
れ
て
い
る
。
元
々

「
米
田
ふ
れ
あ
い
号
」
導
入
は
、

公
共
交
通
空
白
地
を
カ
バ
ー
す

る
の
が
目
的
だ
っ
た
。
現
有
の

公
共
交
通
の
路
線
を
廃
止
し
て
、

市
町
村
運
営
有
償
運
送
事
業
に

振
り
替
え
る
の
は
本
末
転
倒
で

は
な
い
の
か
。
停
留
所
が
更
に

増
え
る
こ
と
は
運
転
手
の
負
担

が
増
す
の
で
は
な
い
か
。
　
　

【
答
】こ
の
計
画
は
、
市
民
や
学

識
者
、
交
通
事
業
者
な
ど
で
構

成
す
る
「
加
東
市
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
」
で
協
議
し

策
定
さ
れ
た
。

　
交
通
網
全
体
を
考
慮
し
て
の

計
画
で
あ
る
が
、
貴
重
な
ご
意

見
と
し
て
お
聞
き
し
、
所
管
の

委
員
会
の
場
で
も
市
民
か
ら
の

意
見
と
し
て
当
局
へ
伝
え
る
。

　
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

で
は
、
将
来
的
に
社
〜
三
田
線

を
市
町
村
運
営
有
償
運
送
事
業

で
代
替
し
て
は
、
と
の
計
画
で

あ
り
、
台
数
を
増
や
す
と
か
の

具
体
的
な
こ
と
は
全
く
決
ま
っ

て
い
な
い
。

 

上
滝
野
公
民
館
会
場

【
問
】空
き
家
を
自
治
体
が
借
り

上
げ
て
、
市
営
住
宅
の
代
わ
り

と
し
て
貸
し
出
す
と
か
、
荒
れ

た
農
地
は
、
企
業
体
へ
農
地
集

積
、
集
約
化
を
進
め
る
た
め
に

貸
し
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
西
脇
の
方
で
も
公
益
社
団
法

人
み
ど
り
公
社
が
入
っ
て
、
市

の
農
林
振
興
課
・
農
業
委
員
会

が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
ど
う

思
わ
れ
る
か
。

【
答
】空
き
家
と
思
わ
れ
る
建
物

は
、
加
東
市
全
域
で
、
約
１
６

０
０
件
で
そ
の
内
、
貸
し
て
使

え
る
空
き
家
と
古
く
て
つ
ぶ
れ

た
空
き
家
の
２
種
類
が
あ
る
が

使
え
る
空
き
家
は
１
０
０
０
件

を
き
っ
て
い
る
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
も
空
き
家
バ

ン
ク
を
立
ち
上
げ
、
売
り
買
い

で
き
る
も
の
は
登
録
し
、
業
者

さ
ん
に
紹
介
す
る
仕
組
み
が
で

き
て
い
る
。

【
問
】行
政
が
入
る
こ
と
に
よ
る

利
点
は
何
か
。

【
答
】空
き
家
を
貸
し
た
り
、
売

っ
た
り
す
る
こ
と
に
関
し
て
行

政
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
空
き
家

バ
ン
ク
で
の
登
録
す
る
仕
組
み

を
作
っ
た
の
で
、
少
し
前
へ
進

ん
だ
と
思
う
。

１０加東市 議会だより Ｎｏ.４２

21人

15人

36人



加東市マスコットキャラクター　加東伝の助

多数のご参加
ありがとう
ございました!

【１グループ】
・保育料が他市より高い。もう少し
　各市とのバランスをとってほしい。

・０～１歳児を預かってもらえない
　のか。

・「ミナクル」は看板が無いからわか
　りにくい。看板を設置してほしい。

【２グループ】
・ボランティア活動は高齢者ばかり
　で若者にも取り組んでほしい。

【３グループ】
・市民病院の訪問看護はいいと思うが、
　方向性を示してほしい。

・公共交通は、目的をもったバスを
　走らせるべきではないか。

・３町合併して何が必要か考えるべ
　きである。

【４グループ】
・市内の各地区（特に東条地域）の
　地区名の看板が少ないため分かり
　にくい。河高地区でも看板がなく
　なったところもあるので再度設置
　してほしい。
・近隣のコミュニティバスを市内へ
　走らせてほしい。

・議会の監視機能と政策立案能力を
　高めるべき。

【１グループ】
・「米田ふれあい号」の停留所が増え
　た場合、県道は狭いし、交通量も
　多いので停車は怖いし不安がある。
・害獣対策では、猪が農作物ばかり
　でなく、土手や斜面や農業施設ま
　で掘り起こして困っている。侵入
　防止資材については補助金で購入
　できるが、設置は集落でしなけれ
　ばならない。害獣が掘り返し、水
　路に落ちた泥等も地区住民で処理
　しているが農家の人口が減少、高
　齢化しているので、市としても対
　応を検討してほしい。
・消防団員不足は感じている。後方
　支援的な位置づけとして「女性消
　防団」を設置したらどうか。

・高齢者のみの世帯に昼食お弁当サ
　ービスがあればよい。

【２グループ】
・「米田ふれあい号」の運転手につい
　て、将来的な課題について不安で
　ある。
・消防団について、平時の火災等に
　ついては出動が難しい状況である。

・中国自動車道路の側道の管理につ
　いて

【３グループ】
・自主運行バスの運転手の確保が難
　しい。

・加東市において地籍調査はどうな
　っているのか。農地山林もやるべ
　きではないか。

・加東市民病院の救急の対応が悪い。
　民営化移行などについて検討した
　のか。
　　議員からは、医師不足で経営状
　態は深刻だが地域の基幹病院とし
　て存続すべきではとの意見交換が
　あった。

【１グループ】
・営農組合について法人化すべきである。
・公用地跡地に企業を誘致してほしい。
・公共施設はもう要らない。
・市のアピールをもっとすべき。
　特に市民病院等について。

・ごみ収集について、正月の収集は休
　日返上すべきである。

【２グループ】
・保育料の無償化、医療費の無償化
　基準が他市より遅れている。

・議員の農業行政に関する知識が少ない。

【３グループ】
・佐保を通っている国道３７２号の交差
　点部分について通勤車両が多く出に
　くいため市道に右折レーンを設けてほ
　しい。
・営農組合に新規加入者が無いので
　困っている。農地の集積を進めるべ
　きである。企業の参入も考えるべき。
・直播田のジャンボタニシ、烏の駆除を
　考えてほしい。
・市の活性化策がない。国道３７２号と
　国道１７５号交差部の活用を考えてほ
　しい。

【４グループ】
・高齢化、少子化で村の環境関係（草
　刈、溝掃除）の出役者が減少して
　困っている。

・高齢者のタクシー利用が増加している。
　福祉タクシーの充実を図ってほしい。
・ＡＥＤを各公民館に配置できないか。
　貸し出しはしていないのか。

１１ 加東市 議会だより Ｎｏ.４２

ちょく  はん でん



第2次加東市総合計画策定体制
【市民等】

審議会

【市】

市長

策定委員会等

企画協働課

【議会】

議
会（
総
合
計
画
検
討
特
別
委
員
会
）

まちづくり
市民ＷＳ

市　民
アンケート

タウン
ミーティング

パブリック
コメント

事務局

全ての職員

諮問

答申

情報提供

議決

情報提供

議決

情報提供

意見

加東市マスコットキャラクター
加東伝の助

【
特
別
委
員
会
の
設
置
】

　
平
成

２９
年
３
月

１７
日
、
議
長

を
除
く

１５
名
の
議
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
総
合
計
画
検
討
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　
特
別
委
員
会
の
目
的
は
、
第

２
次
総
合
計
画
の
策
定
段
階
か

ら
議
会
が
積
極
的
に
関
わ
り
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
調
査
検
討

を
加
え
る
た
め
で
あ
る
。

　
委
員
会
は
３
月

１７
日
〜
５
月

２６
日
の
間
に
４
回
開
催
し
た
。

【
第
１
次
総
合
計
画
（
現
行
計

画
）】

　
平
成

１９
年
度
、
第
１
次
総
合

計
画
（
愛
称
　
み
ん
な
で
つ
く
る

加
東
　
き
ら
め
き
☆
プ
ラ
ン
）

が
策
定
さ
れ
た
。

　
計
画
期
間
は
、
平
成

２０
年
度

〜
平
成

２９
年
度
ま
で
の

１０
年
間
で
、

「
山
よ
し
！ 

技
よ
し
！ 

文
化
よ

し
！ 

夢
が
き
ら
め
く
☆
元
気
な

ま
ち 

加
東
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、

市
の
施
策
は
全
て
本
計
画
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

【
第
２
次
総
合
計
画
策
定
に
向

け
て
】

　
現
行
計
画
の
成
果
に
つ
い
て
点

検
・
評
価
、
検
証
す
る
た
め
、

外
部
評
価
と
し
て
「
ま
ち
づ
く

り
推
進
市
民
会
議
」
の
審
議
を

経
て
、
第
２
次
総
合
計
画
に
引

き
継
ぐ
べ
き
課
題
等
を
見
極
め

る
た
め
の
第
１
次
総
合
計
画
の

総
括
が
こ
の
度
、
議
会
に
提
示

さ
れ
た
。

　
こ
の
総
括
に
基
づ
き
、
平
成

３０
年
度
〜
平
成

３９
年
度
の

１０
年

間
を
期
間
と
す
る
第
２
次
総
合

計
画
策
定
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
提
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
計
画
は
、

社
会
潮
流
、
国
お

よ
び
兵
庫
県
の
動

向
、
市
将
来
予

測
や
民
意
を
は
じ

め
、
現
行
計
画
に

お
け
る
成
果
、
課

題
等
を
踏
ま
え
策

定
さ
れ
る
が
、
計

画
の
推
進
や
進
行

管
理
（
行
政
評

価
）
を
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
行
う

た
め
の
新
た
な
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム

や
市
の
組
織
と
連
動
し
た
政
策

体
系
の
構
築
等
を
加
え
た
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
加
東
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
実
行
的
か
つ
実

効
的
な
計
画
と
さ
れ
て
い
る
。

　
加
東
市
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
総
合
計
画
は
、
市
民
と
行
政

と
が
協
働
で
策
定
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
議
会
と
し
て
も
第
２
次
総
合

計
画
が
よ
り
良
き
も
の
と
な
る

よ
う
将
来
の
加
東
市
の
あ
る
べ
き

姿
を
見
据
え
、
特
別
委
員
会
に

お
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

１２加東市 議会だより Ｎｏ.４２

議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌
《
主
な
も
の
》

・
議
会
広
報
委
員
会

・
議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

・
議
会
広
報
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
東
播
・
淡
路
市
議
会
議
長
会

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
会

・
議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

・
近
畿
市
議
会
議
長
会

・
議
会
広
報
委
員
会

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
総
合
計
画
検
討
特
別
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

・
兵
庫
県
市
議
会
議
長
会

・
全
員
協
議
会

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
会

・
公
務
災
害
補
償
組
合
議
会

・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
第

１４
回
議
会
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　
（
２
会
場
）

・
第

１４
回
議
会
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　
（
１
会
場
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
第

７３
回
加
東
市
議
会
臨
時
会

・
総
合
計
画
検
討
特
別
委
員
会

・
全
国
市
議
会
議
長
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
総
合
計
画
検
討
特
別
委
員
会

・
第

７４
回
加
東
市
議
会
定
例
会

　（
初
日
）

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
議
会
広
報
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
会

・
議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

・
議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
第

７４
回
加
東
市
議
会
定
例
会

　（
第
２
日
）

・
全
員
協
議
会

・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
　

　（
研
修
会
）

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
会

・
議
会
広
報
委
員
会

・
第

７４
回
加
東
市
議
会
定
例
会

　（
第
３
日
）

・
全
員
協
議
会

・
議
会
運
営
委
員
会

4
月

５
日

６
日

１２
日

１３
日

１４
日

１７
日

１８
日

１９
日

２０
日

２４
日

２６
日

２７
日

5
月

８
日

１０
日

１１
日

１２
日

１３
日

１９
日

２４
日

２６
日

6
月

１
日

２
日

５
日

８
日

９
日

１３
日

１６
日

１９
日

２１
日

２３
日

２７
日

総
合
計
画
検
討
特
別
委
員
会

：



一 般 質 問
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年
々
増
加
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
持

つ
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
、
給
食
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
専
用
調
理
室

の
設
置
等
の
取
り
組
み
は
。

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
専
用
調
理
室
の
設
置
等
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
現
在
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

作
業
に
必
要
な
調
理
機
器
が
空
き
ス
ペ
ー
ス
の

な
い
状
態
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
除
去
食
対

応
や
代
替
食
対
応
を
行
う
た
め
の
専
用
調
理

室
の
設
置
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
米
飯
に
つ
い
て
は

業
者
委
託
と
な
っ
て
い
る
。
米
飯
の
自
校
方

式
で
の
炊
き
出
し
の
考
え
は
。

　
　
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
面
積
規
模
や
設

備
の
配
置
状
況
に
お
い
て
、
対
応
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。
調
理
場
の
衛
生
管
理
や
調
理
員

の
確
保
と
労
務
管
理
等
が
必
要
と
な
り
、
新

た
な
設
備
と
維
持
管
理
の
費
用
が
発
生
す
る
。

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
三
期
間(

夏
・
冬
・

春
休
み)

を
利
用
し
た
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
へ

の
給
食
の
実
施
は
可
能
か
。

　
　
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
児
童
が
少
人
数

で
不
特
定
で
あ
れ
ば
毎
日
の
食
数
が
定
ま
ら
ず
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
問
題
も
考
慮
し
た
状
況
に
お
い

て
、
安
定
し
た
価
格
で
の
食
材
の
仕
入
れ
が
困

難
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
学
校
給

食
を
安
定
し
て
提
供
す
る
た
め
に
、
夏
休
み

の
間
に
集
中
し
て
、
大
規
模
な
調
理
機
器
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
と
修
理
を
行
っ
て
お
り
、
安
全
安

心
な
給
食
事
業
を
維
持
す
る
た
め
の
期
間
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
で
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
直
営
か
ら
民
間
委
託
等
、

よ
り
効
率
的
な
運
営
に
向
け
た
検
討
を
行
う

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
食
育
が
法
制
化
に
な

り
、
今
後
食
育
の
観
点
か
ら
の
見
解
は
。

　
　
給
食
の
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
民
間

委
託
等
も
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し
て
検
討
を
行

う
。
市
の
施
設
を
使
い
、
調
理
業
務
の
み
を

民
間
委
託
し
て
も
、
食
材
調
達
や
献
立
作
成

は
従
来
通
り
の
運
営
を
し
て
い
く
の
で
、
食
育

の
推
進
に
は
支
障
な
い
も
の
と
考
え
る
。

 

そ
の
他
の
質
問

■
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助

　
成
に
つ
い
て

■
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

　
施
行
に
つ
い
て

岸

本

眞

知

子

議
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
　
　
　
　
　
　

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問答

問答

問答問答

　
　
概
算
事
業
費
が
約
６７
億
円
へ
約
２４
億
円

増
額
と
な
っ
た
が
市
の
将
来
的
な
財
政
に
影

響
は
な
い
の
か
。

　
　
当
初
、
東
条
地
域
小
中
一
貫
校
整
備
に

充
当
す
る
合
併
特
例
債
は

２８
億
円
を
予
定
し

て
い
た
が
、
今
回
の
計
画
変
更
で
充
当
必
要

額
が

１５
億
円
増
の

４３
億
円
と
な
っ
た
。

　
昨
年
示
し
た
財
政
計
画
は
事
業
化
が
決
ま

っ
て
い
な
い

１５
億
円
分
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の

１５

億
円
を
活
用
で
き
る
た
め
財
政
負
担
を
伴
う

こ
と
は
な
い
。

　
　
今
後
の
公
共
施
設
適
正
配
置
事
業
に
お

い
て
年
次
計
画
で
示
さ
れ
た
事
業
費
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
を
「
是
」
も
し
く
は
「
否
」

と
す
る
判
断
根
拠
は
何
か
。

　
　
そ
の
変
更
の
要
因
が
当
該
事
業
の
目
的

を
達
成
す
る
上
で
真
に
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
。

か
つ
、
財
源
的
に
ク
リ
ア
で
き
る
か
ど
う
か
で

判
断
す
る
。

　
　
年
次
計
画
で
示
さ
れ
た
「
施
設
の
方
向

性
、
実
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
概
算
事
業
費
等
」

を
基
に
公
共
施
設
の
適
正
化
の
是
非
を
判
断

す
る
根
拠
と
し
て
き
た
。

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
「
事
業
費
増
額

で
も
年
次
計
画
の
変
更
は
議
決
を
要
し
な
い
」

と
あ
っ
た
が
、
適
正
化
計
画
と
年
次
計
画
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　「
新
設
」「
存
続
」「
取
り
壊
し
」
な
ど

施
設
の
方
向
性
の
変
更
は
、「
公
共
施
設
の
適

正
化
に
関
す
る
計
画
」
の
内
容
の
変
更
と
な

る
た
め
改
め
て
の
議
決
が
必
要
と
な
る
。

　
一
方
、「
年
次
計
画
」
の
変
更
は
理
事
者
側

で
行
う
が
、
こ
の
「
年
次
計
画
」
は
、
予
算

審
議
を
経
て
、
予
算
の
議
決
を
得
た
上
で
実

行
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
公
共
施
設
の
適
正
化
を
進

め
て
い
く
過
程
で
議
会
審
議
を
受
け
な
が
ら
、

両
計
画
の
整
合
性
を
確
保
し
て
い
く
。

〇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
条
件
厳

格
化
に
お
け
る
弊
害
に
つ
い
て

　
　
要
介
護
２
以
下
の
軽
度
者
の
入
所
は
受

け
付
け
ら
れ
な
い
が
実
情
は
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
自
宅
で
の
生
活
が
難
し
い
軽
度

者
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
要
介
護
２
以
下
で
も
特
例
に
よ
り
入
所

可
能
な
場
合
も
あ
る
。
市
内
の
特
養
施
設
は

従
来
か
ら
、
要
介
護
度
の
み
で
な
く
、
申
込

者
の
状
況
も
確
認
し
て
入
所
判
定
を
行
っ
て
お

り
、
門
前
払
い
等
の
ケ
ー
ス
は
な
い
。
今
後
も

在
宅
介
護
の
支
援
に
取
り
組
み
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
や
施
設
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
入
所

支
援
も
含
め
て
対
応
し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問

■
人
口
減
少
を
見
据
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

　
づ
く
り
に
つ
い
て

■
高
齢
者
等
買
い
物
支
援
へ
移
動
販
売
の
導

　
入
に
つ
い
て 小

川

忠

市

議
員

東
条
地
域
小
中
一
貫
校
整
備
費
増
額
に
お
け
る

市
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

問答問答

問答

問答
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小
・
中
学
校
に
お
い
て
熱
中
症
対
策
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

昨
年
で
は
、
熱
中
症
等
で
保
健
室
や
病
院
で

手
当
て
を
受
け
た
児
童
・
生
徒
は
あ
っ
た
か
。

　
　
本
市
で
の
発
生
状
況
は
、
平
成

２８
年
度
は

小
学
校
で
３
件
、
中
学
校
で
３
件
で
あ
り
い
ず

れ
も
軽
い
症
状
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
宅
し

て
い
る
。
保
健
室
で
の
対
応
の
事
案
は

２８
件
で

あ
っ
た
。
体
育
の
授
業
時
は
水
筒
を
持
参
し
、

給
水
時
間
や
休
憩
時
間
を
確
保
し
、
授
業
前

後
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
。
児
童
・
生

徒
用
の
テ
ン
ト
、
ミ
ス
ト
、
扇
風
機
な
ど
を
設

置
し
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
。
ま

た
、
保
健
室
に
は
、
補
水
液
や
氷
、
熱
中
症

対
策
セ
ッ
ト
を
常
備
し
活
動
場
所
の
近
く
に
置

い
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
熱
中
症
対

策
の
指
導
を
充
実
さ
せ
、
自
分
の
体
調
変
化

に
気
づ
き
、
水
分
補
給
な
ど
で
予
防
的
な
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
保
健
指
導
を
充
実
し
て
い

る
。

　
　
ミ
ス
ト
扇
風
機
・
大
型
扇
風
機
は
、
何

台
設
置
し
て
い
る
か
。

　
　
市
内
の
学
校
に
ミ
ス
ト
扇
風
機
は
３
台
、

大
型
扇
風
機
は
２
台
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
学
校
に
熱
中
症
計
を
設
置
し
て
い
る
。

　
　
エ
ア
コ
ン
に
頼
り
す
ぎ
ず
暑
さ
、
寒
さ

の
変
化
に
対
応
で
き
る
丈
夫
な
身
体
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

い
つ
で
も
子
ど
も
達
が
冷
た
い
水
を
摂
取
で

き
る
冷
水
機
を
導
入
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
以
前
、
中
学
校
に
設
置
し
て
い
た
が
衛

生
面
で
現
在
は
設
置
し
て
い
な
い
。

　
　
現
在
は
、
衛
生
面
で
も
優
れ
た
冷
水
器

も
出
来
て
い
る
の
で
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
学
校
、
教
育
委
員
会
で
協
議
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 
そ
の
他
の
質
問

■
人
口
減
少
社
会
の
対
応
に
つ
い
て

・
加
東
未
来
総
合
戦
略
の
計
画
に
つ
い
て

・
雇
用
・
教
育
・
住
宅
・
子
育
て
支
援
等
の

　
施
策
、
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
加
東
市
に
つ
い

　
て

・
在
留
外
国
人
が
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
施
策

　
に
つ
い
て

桑

村

繁

則

議
員

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
の
電
波
障
害
に
つ
い
て

問答

問 答答

問答問

　
　
カ
ー
ラ
ジ
オ
へ
の
電
波
障
害
は
多
く
の

市
民
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

私
の
家
か
ら
市
役
所
ま
で
約
１０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
位
だ
が
そ
の
間
に
強
弱
は
あ
る
が
、
４
ヶ

所
で
電
波
障
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
太

陽
光
発
電
設
備
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
数
百
メ
ー
ト
ル
の

間
ま
っ
た
く
放
送
が
入
ら
な
い
。

　
市
で
は
こ
の
よ
う
な
電
波
障
害
ケ
所
等
を

把
握
さ
れ
て
い
る
か
。
あ
れ
ば
、
何
ヶ
所
あ

る
の
か
。

　
　
指
摘
の
県
道
厚
利
社
線
以
外
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
　
電
波
障
害
は
法
的
に
改
善
し
て
も
ら
え

る
か
。

　
　
太
陽
光
発
電
機
に
付
属
す
る
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
か
ら
の
電
気
的
ノ
イ
ズ
で
障
害
が
発

生
す
る
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
場
所
は
県
道
側
に

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め

影
響
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
現
時

点
で
は
こ
の
よ
う
に
電
波
に
影
響
し
て
も
そ
れ

に
対
応
す
る
法
律
は
な
い
。

　
　
民
法
第
７
０
９
条
の
不
法
行
為
に
よ
る

規
定
に
基
づ
き
、
改
善
等
の
指
導
が
で
き
る

の
か
。

　
　
民
法
第
７
０
９
条
は
故
意
あ
る
い
は
過
失

に
よ
り
他
人
の
権
利
、
利
益
を
侵
害
し
た
場

合
の
規
定
だ
が
、
こ
の
事
案
に
つ
い
て
は
同
法

に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
る
。

　
　
民
法
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
の
回
答
で
、

因
果
関
係
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
無
理
で

あ
る
と
言
わ
れ
た
が
、
調
査
し
た
の
か
。

　
　
公
共
的
な
機
関
に
尋
ね
た
が
、
仮
に
調

査
を
し
て
も
太
陽
光
発
電
機
の
メ
ー
カ
の
品
質

の
信
頼
性
に
影
響
す
る
た
め
調
査
で
き
な
い
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
　
民
間
で
も
調
査
で
き
る
会
社
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
民
間
の
会
社
に
依
頼
は
さ

れ
た
の
か
。

　
　
特
に
依
頼
は
し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
調

べ
て
対
応
す
る
。

　
　
こ
の
問
題
は
多
く
の
人
が
困
っ
て
お
ら

れ
る
の
で
早
急
に
解
決
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
調
査
を
行
い
、
改
善
を
図
る
よ
う
に
努

力
す
る
。

藤

浦

　

巧

議
員

問答問答答

問答問答問答

問
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け
が
や
事
故
で
歯
が
抜
け
た
場
合
、
歯

医
者
さ
ん
に
元
の
位
置
に
植
え
付
け
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
歯
は
再
び
機
能
を
回

復
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
歯
の
根
の
部
分
に
は
歯
根
膜
と
よ
ば
れ
る

歯
を
支
え
て
い
る
組
織
が
あ
る
が
、
こ
の
組

織
は
乾
燥
に
対
し
て
非
常
に
弱
く
、
口
腔
外

で
の
生
存
は
３０
分
位
が
限
界
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
抜
け
落
ち
た
歯
を
長
時
間
外
に

出
し
た
後
で
歯
医
者
さ
ん
に
持
参
し
て
も
元

通
り
に
は
な
ら
な
い
。

　
歯
の
保
存
液
は
、
歯
根
膜
の
細
胞
を
維
持

で
き
る
よ
う
、
浸
透
圧
や
Ｐ
Ｈ
を
調
節
し
た

も
の
で
、
こ
の
保
存
液
に
漬
け
て
乾
燥
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
て
歯
科
医
を
受
診
し
て
歯
を

早
期
に
戻
せ
ば
再
び
骨
に
く
っ
つ
く
こ
と
が

で
き
る
。
歯
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
あ
り
、

少
し
の
備
え
に
よ
り
歯
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
け
が
や
事
故
で
歯

が
抜
け
る
可
能
性
の
あ
る
学
校
へ
歯
の
保
存

液
の
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
歯
の
保
存
液
を
学
校
に
備
え
て
お
く
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
歯
が
抜
け
た
と
き
に

元
に
戻
せ
る
可
能
性
を
高
め
る
上
で
大
変
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
市
内
の
小
中

学
校
で
は
、
保
存
液
を
保
健
室
や
職
員
室
に

常
備
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
養
護
教
諭
が
使
用
期
限
や
在
庫
数

を
定
期
的
に
確
認
し
、
廃
棄
更
新
し
て
い
る
。

　
　
教
職
員
の
周
知
に
つ
い
て
は
。

　
　
現
保
存
液
の
存
在
と
そ
の
使
用
方
法
を

す
べ
て
の
教
職
員
が
知
ら
な
け
れ
ば
、
何
の
役

に
も
立
た
な
い
。
教
職
員
に
対
し
て
、
校
長

会
等
を
通
じ
て
保
存
液
の
重
要
性
や
使
用
方

法
に
つ
い
て
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
把
握
し
て
い
る
事
例
は
。

　
　
市
内
で
は
、
歯
が
抜
け
た
り
、
折
れ
た

り
、
欠
け
た
り
す
る
怪
我
が
過
去
５
年
半
に

お
い
て
小
学
校
で

１８
件
。
中
学
校
で
６
件
発
生

し
た
。
そ
の
う
ち
６
件
に
お
い
て
養
護
教
諭
が

状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
歯
を
保
存
液
に
浸

し
、
速
や
か
に
歯
科
医
院
を
受
診
し
た
結
果
、

４
件
を
再
植
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

そ
の
他
の
質
問

■
睡
眠
教
育
に
つ
い
て

小

紫

泰

良

議
員

歯
の
再
植
治
療
の
可
能
性
を
高
め
る
　

歯
の
保
存
液
に
つ
い
て

問

問答問答

答

　
　
市
の
人
口
動
態
を
分
析
し
傾
向
を
把
握

す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
当
市
の
課
題
へ
の
対
応
に
人
口
動
態
の
分

析
は
非
常
に
重
要
。
加
東
市
若
手
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
「
ゆ
め
い
く
」
が
転
出
入
の
理
由

等
を
調
査
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
全
体
の
視
点
だ
け
で
な

く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
な
ど
地
域
単
位
の

視
点
も
大
事
。
住
宅
需
要
の
推
移
や
統
計
デ

ー
タ
の
分
析
結
果
を
庁
内
で
共
有
し
、
市
や

地
域
の
状
況
等
を
踏
ま
え
た
最
適
な
施
策
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
　
住
宅
の
着
工
状
況
、
区
画
整
理
地
の
状

況
を
把
握
し
、
庁
内
で
共
有
す
べ
き
で
は
。

加
古
川
改
修
事
業
で
多
く
の
立
退
き
が
生
じ

る
が
、
移
転
先
確
保
の
対
応
は
。

　
　
地
域
ご
と
の
件
数
、
建
築
前
の
住
居
の

状
況
な
ど
を
把
握
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
る
。

区
画
整
理
地
内
の
未
利
用
地
の
状
況
も
把
握

済
み
。
加
古
川
改
修
に
備
え
て
の
調
査
も
し

て
お
り
、
説
明
会
で
は
地
権
者
や
地
元
役
員

か
ら
は
現
住
居
の
近
く
へ
の
移
転
希
望
が
多
い
。

今
後
も
具
体
的
な
交
渉
の
中
で
移
転
先
の
希

望
も
聴
き
、
国
と
と
も
に
丁
寧
な
対
応
に
努

め
る
。

　
　
加
古
川
改
修
に
よ
り
潰
れ
る
市
街
化
区

域
の
有
効
面
積
は
確
保
す
べ
き
で
は
。

　
　
減
少
す
る
７
万
㎡
の
面
積
は
兵
庫
県
と

協
議
し
確
保
に
取
り
組
む
。

〇
無
量
壽
寺
に
つ
い
て

　
　
外
国
の
王
室
や
大
使
を
含
め
年
間
数
十

万
人
が
参
詣
。
落
慶
か
ら
８
年
経
過
し
た
が

地
元
や
市
と
の
関
係
は
良
好
か
。

　
　
大
き
な
法
要
の
際
の
地
元
で
の
交
通
渋

滞
程
度
。
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
を
回
覧
し
理
解
さ

れ
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
に
多
額
の
寄

付
を
い
た
だ
く
な
ど
関
係
は
良
好
。

　
　
市
や
市
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
道
の
駅
と
う
じ
ょ
う
の
売
り
上
げ
は
伸

び
て
い
る
が
、
市
の
経
済
に
大
き
く
寄
与
す
る

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

レ
ス
ト
ラ
ン
「
十
八
羅
漢
」
で
は
、
市
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
や
伝
の
助
グ
ッ
ズ
の
販
売
な

ど
協
力
的
。
貴
重
な
地
域
資
源
と
捉
え
市
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

　
　
ナ
ー
ラ
ン
ダ

僧
院
に
つ
い
て
。

　
　
仏
教
の
最
高

学
府
の
再
興
。
全

世
界
の
学
僧
が
仏

教
を
学
ぶ
。
開

院
は
数
年
先
。

懸
念
し
て
い
る
事

柄
は
な
い
。

大

畑

一

千

代

議
員

人
口
動
態
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問答問答

問問 答答問答

問答



決壊した中池

１６加東市 議会だより Ｎｏ.４２

議会の傍聴に
お越しください

９月定例会の予定　９月 １ 日（金）９時３０分　議案審議
　　　　　　　　　９月２０日（水）９時３０分　一般質問
　　　　　　　　　９月２６日（火）９時３０分　議案審議加東市役所５階に議場があります

　
夏
真
っ
盛
り
！

　
そ
し
て
、台
風
が
気
に
な
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
５
月
か
ら
、加
古
川
の
浸
水

被
害
に
対
し
、加
古
川
中
流
部
緊

急
治
水
対
策
の
整
備
に
国
が
着
工

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
平
成

１６
年
の
台
風

２３
号

の
豪
雨
で
加
古
川
が
氾
濫
し
、泥

濁
流
が
家
屋
に
流
れ
込
み
、被
害

が
で
ま
し
た
。川
床
を
転
が
る
石
の

轟
音
に
は
不
安
を
感
じ
た
も
の
で

す
。
工
事
の
完
成
は

１０
年
後
で
は

あ
り
ま
す
が
安
心
で
す
。

　
加
東
市
も
多
く
の
た
め
池
が
存

在
し
ま
す
。
数
年
前
、一
時
雨
で
曽

我
の
中
池
の
堤
防
が
決
壊
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。見
に
行
く
と
、

水
が
堤
体
と
共
に
下
の
池
に
流
れ

込
ん
で
い
ま
し
た
。幸
い
大
き
な
被

害
に
至
ら
な
か
っ
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。こ
れ
か
ら
の
一
時
の
大
雨
に

多
く
の
た
め
池
が
耐
え
ら
れ
る
の

か
と
心
配
で
す
。

　
た
め
池
に
限
ら
ず
、山
崩
れ
、地

す
べ
り
な
ど
危
険
個
所
に
つ
い
て
、

地
域
の
管
理
者
、行
政
も
共
に
協

力
し
て
点
検
、管
理
、対
策
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
を
水
難
事
故
か

ら
守
る
た
め
に
、市
民
の
皆
様
、ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
『
災
害
は

　
　
　
忘
れ
た
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
や
っ
て
く
る
。』

（
山
本
通
廣
）
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